
地

球

締

二
十
蛸
怨

解
式
披

三
舎

六
八

Ⅲ
本
輸

出
陶

磁
器

の
動

向

且

九
､
濠

洲

部

濠

洲

濠
洲
は
七
宵
七
十
寓
粁
'
人
口
六
百
四
十
三
商
人
で

原
始
生
産
晶
が
輸
出
の
九
割
を
占
め
て
を
～,産

産
品
輸

出
債
額
が
貿
易
の
運
命
を
支
配
し
て
ゐ
る
､我
前
(
一
九

1i
三
)
に
貿
易
紙
箱

一
億
五
千
嵩
基
碑
が
戦
後
増
加
し
､

.i
九
二
五
-
二
六
年
に
三
億
六
育
苗
英
椴
と
在
っ
て
全

盛
堅

不
し

一
九
三

一
-
三
二
年
に

一
億
千
八
百
寓
英
藤

は
樽
落
し
た
t
H
濠
貿
易
を
見
る
ほ

汝
洲

へ
桶
川

襟
洲
よ
り
輸
入

花

引

]空
三年

毒
表
中

五
三0咋

f
t.a

千
梯

千
切

九'雲
人

望
､小三

蓋
､川
虫

蒜
.蛮
三

t二八'克
六

九四､三宍

血
､tgO山tEt

巽
t
.b会

六八､八11t1

l九]'1二..+千
功

責
､八
豊

三
四三
望

外r
三八:

毎
年
多
頓
の
入
超

の

片
貿
易
で
羊
毛
･食
料
晶
｡小
変

杉

山

精

一

等
を
輸
入
す
る
が
濠
洲
政
府
は
事
毎
に
関
枚
引
上
英
間

晶
特
意
率
を
設
定
し
､
を
の
開
き
を
大
ほ
し
で
英
囲
晶

と
の
競
軍
力
減
殺
は
努
力
し
て
ゐ
る
｡
大
戦
前
の
濠
洲

に
於
け
る
陶
磁
器
の
需
要
は
英
囲
晶
が
2
す
む
占
め
次

い
で
狗
逸
晶
･致
須
晶
が
1
丁

で
日
本
晶
は
住
に
二
%
で

あ
っ
た
が
'
大
我
に
よ
-
偶
逸
晶
杜
絶
し
､
英
囲
晶
の
供

給
が
減
少
し
た
＼
め
'
日
本
晶
の
進
出
旺
盛
と
な

･JL
.i

九

一
八
年
に
二
十
七
寓
回
と
在
っ
て
金
額
の
五
十
三
%

に
替

わ
節

1
位
を
猿
程
し
た
.
然
る
に
戦
後
各
閥
と
7b

市
場
開
拓
に
奔
走
し
商
晶
を
盛
は
流
入
し
競
帝
は
激
甚

と
な
っ
た
が
財
界
の
洗
刻
在
る
経
済
不
況
に
需
要
益
々

褒
縮
L
t

i.
九
三

1
-
三
二
年
の
鹿

人
は

一
九
二
五
-

二
六
年
の
申
分
以
下
と
な
る
惨
で
碗
皿

･
挽
物
等
の
商



晶
は
敦
賀
晶

･
喝
逸
品
を
相
手
は
し
て
猛
烈
在
る
競
帝

を

頂
け
ね
が
'
生
産
販
責
･統
制
｡賓
質
的
に
自
由
競
争

能
力
具
備
の
た
め
勝
を
程
､
上
等
品
ほ
て
は
英
囲
晶
に

精
々
意
匠

･
同
案
劣
る
と
も
格
安
の
値
段
ほ
で
藩
に
相

手
を
し
て
屈
服
せ
し
め
､

一
九
三

一
-
三
二
年
に
本
邦

晶
は
先
年
の
楓
輸
入
額
の

一
､
八
割
よ
-
四
割

に
進
み

を
の
勢
計
る
可
ら
ず

一
方
共
闘
晶
は
六
割
九
分
よ
与
五

割
二
分
へ
と
輯
落
し
漸
減
の
兆
あ
わ
､
共
闘
陶
業
者
は

本
邦
晶
駆
逐
策
と
し
て
開
枕
.を
改
正
し
更
に

一
九
三
三

稚
希

二
三

七
ABC

二
川
.i

〃

Fq

〝

= )C

〓川

〓

チ
ャ
イ
ナ
ウ

ユ
ア

ペ
-

リ

ア

ン
ウ
ェ
ア

ポ
ー
ス

レ
イ

シ
ウ

h

ア筒
施

用
依
非

(鮎

忙
折
馴
伽
i
以
上
)

剛

土
塊

H
m

ア
ー
セ
ン
ウ
ェ
ア

ブ

ラ
ウ

ン
ウ

エ
ア

ス
ト

ン
ウ

P･ア

柑

蝕

川
北
粧

用
例
淋

瓢
枇
御
二
十
諒

超
エ
ザ

ル
*l
ノ

課
税
解

二

十
志
超

エ
ル

モ
ノ

英

樹

特
苫
率

二
割
五
分

二
割
五
分

三
割
五
分

二
刑
.<
分

三
割
五
分

二
割
五
分

日
本
緑
川
陶
磁
船
の
御
拘

年
九
月

一
日
よ
-
開
度
名
記
を
賓
施
せ
-
､
関
税
改
正

が
如
何
に
共
闘
品
の
み
を
優
過
せ
る
か
は
前
表
を
見
て

明
夜
革
質
で
あ
る
｡

外
に
プ
ラ
イ
ミ
ナ
枕
設
定
之
が
共
晶
よ

与
五
分

高

い
､
rJ
の
も
の
を
加

へ
ね
も
の
が
賓
施

せ

る
関
税

で

あ
る
｡
十
㌧
比

律

賓

部

此

律

賓

此
律
賓
は
大
小
七
千
有
余
の
島
峡
か
ら
な
っ
て
面
積

二
十
九
蘭
六
千
万
粁
人
口
約
千
三
百
常
人
を
含
む
農
業

図
で
輪
机
の
九
〇
%
は
農
産
物
で
砂
糖
リゴ
ム
･
施
･都

子
油
･煙
草
等
で
外
問
よ
-
綿
布
･磯
城
其
他
加
工
品
を

輸
入
す
る
｡

一
八
九
八
年
来
閲
領
土
と
在
っ
て
よ
･･a
貿

易
は
次
第
に
教
展
し
大
戦
後
二

九
二
〇
)
は
六
億

ペ
ソ

で
戦
前
(
1
九

l
三
)
の
約
三
倍
槍
加
し
た
が
経
路
的
の

不
況
で
萎
縮
し
た
が
米
図
が
節

一
の
顧
客
で

一
九
三
二

年
に
は
米
閲
は
組
板
の
六
割
四
分
､
次
い
で
英
問
の
二

分
､
日
本
の
五
分
の
割
で
あ
る
｡

日
本
よ
み
陶
磁
器
の
故
人
は

完
]

六

九



地

拭

第

二
十
四
魯

(
垂
八叫
)
(垂
Ju非
)
(妄
110年
)
(萎

二
年
)
(
垂
二解
J
(重
冒尋
)

千
C,,!ソ

千
ペ
ソ

千
ペ
ソ

千
ペ
ソ

千
ペ
ソ

千
ペ
ソ

二
宗
I

Jt憲
一

1㌧買
七

二
ニ三

豊
混

I
r]峯
m

一
九
三
三
年
は
前
年
に
此
し
三
六
〇
ペ
ソ
抽
入
将
加

を

不
し
た
が
米
問
は
産
業
復
興
法
の
た
め
無
税
で
輸
入

す
る
ほ
反
し
､
日
本
晶
は
左
記
の
如

p
J税
率
を
設
定
し

カ

○現

行

率

本

邦
食
非

鮎
(

･37_

蔚
色

物

従
順

二

｡五

銑

金

物

ケ

四

｡○

街
並

品

〃

T
O

十

二

備

印

部

傭
領
印
度
支
那

印
度

｡
支
部
の
中
間
の
牛
島
の
頭
部
に
付
し
歓
洲
人

数
常
を
除
け
ば
捷
活
程
度
の
低

い
土
着
人
で
あ
る
｡
貿

易
は

一
八
八
四
年
価
図
の
保
護
問
と
を
つ
て
か
ら
敬
属

し
p
散
前
二

九

<L
三
)
に
五
億
法
､
戦
後
(
.i
九
二
六
)

に
は
六
十
六
億
法
と
夜
か
約
十
三
倍
に
躍
進
し
'

-i
九

二
八
年
は
五
十
四
億
法
と
次
窮
に
減
少
し

一
九
三

.L
年

に
十
九
億
法
に
樽
落
し
､
我
前
の
三
槽
に
過
ぎ
な

い
｡

封
外
貿
易
は
戦
前
に
鶴
岡
は
総
額
の
三
･
四
割
､香
港
が

節
五
紙

孟

二

七

O

三
割
で
日
本
は
僅
か
に
九
分
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
戦
後

(
一
九
二
六
)
に
価
閥
は
三
･
二
割
､
香
港
は

㌻

六
割
'

日
本
は
八
分
と
を
少
､

一
九
三
二
年
に
田
本
は
減
少
し

四
分
に
漸
減
を
示

し
光
｡

日
本
と
は
毎
年
俳
印
側
は
出
超
堅
ホ
し
米
着

炭
･
ラ

ッ
ク

｡
r.n
ム
を
抽
出
し
､
崩
織
物
･洋
次
･陶
磁
器
･
チ
ュ

ー
ブ
類

･
木
製
晶
等
h
t輸
入
し
て
ゐ
る
'
陶
磁
器
の
輸

入
は(
毒
元
年
)
(毒
10舛
)

へ萎
二
年
)
(
毒
三
年
)
(毒
三
年
)

三
(千
絵

(隼
紘

111手
放

三
軍
淡

rtl等
淡

一
九
三
三
年
六
十

一
寓
糾
千
法
は
達
し
そ
の
内
静
は

陶
器

磁
拙

･3形良形

色 色 色 色

空

耳

按

三
七
六
百
旺

四

二

八
三

二
五

二
一
六

四
九
ljj

1
.六
九
五

前
年
に
此
し

慣
格
は
二
人

倍

数
畳
に
放
て
七
倍
の

激
増
と
な
み
'
仰
印
政
府
は
口
本
品
の
進
出
に
脅
威
を

戚
じ
､
原
産
閉
各
標
記
を
要
求
し
､

一
九
三
四
年
三
月

防
止
策
の
陶
枕
改
正
を
断
行
せ
-
｡



十
二
'
馬

楽

部

英

領

罵

凍

英
騎
馬
衆
は
海
峡
殖
民
及
馬
雄
牛
島
中
英
閥
勢
下
に

あ
る
聯
邦
及
非
聯
邦
を
含
ん
だ
線
種
で
面
積
十
三
寓
六

千
万
粁
､
人
口
約
四
宵
六
十
常
人
の
馬
凍
人
が
住
人
で

ゐ
る
｡
封
日
貿
易
は
主
と
し
て
p
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
､
ピ
ナ

ン
に
で
行
は
れ
'
大
部
分
は
中
腹
貿
易
で
絶
て
商
品
の

地
割
か
が
ス
マ
ト
ラ
･瓜
瞳
｡
ボ
ル
ネ
オ
等
の
隣
接
地
へ

再
輸
入
さ
れ
､
大
戦
前
(
1I
九

一
三
)
に
は
千
三
官
二
十

二
高
岡
が
我
後
(
1
九
二
九
)
に
は
六
千
九
百
五
十
六
爵

樹
で
絶
頂
を
極
め

一
九
三

一
年
は
五
千
八
十
八
寓
固
､

一
九
三
三
年
に
は
八
千
四
百
九
十
苗
圃
で
あ
る
G

H
本
陶
磁
器
の
需
要
者
は
馬
衆
人
で
供
給
状
況
は

.I
九
二
七

空

0'去
〇

一
九
三
〇

三宝
'発
1

1
九
三
二

言
責
'窒
三

一
九
三
三

霊
山ハ'至
四

エ'ニ撃
-､記四七

柴
田
､

ニ0五

山ハ

八六'七望

二
〇一四'八七八

〒こ= 77.=四三 ･･一一･･･一

元
来
支
部
晶
多
-
日
本
品
は
僅
少
を
ら
し
が
戦
後
大

飛
躍
を
覆
し
t

l
九
三
四
年
に
は
紙
輸
入
の
五
割
四
歩

に
潜
る
大
躍
進
を
覆
し
､
首
位
に
あ
っ
た
支
部
を
79
凌

ぎ
第

一
位
を
獲
得
す
｡

主
要
在
る
競
軍
閥
の
供
給
状
況
は

二兆 玄 日

賦 那本

1豊
三年

完
三二年

遍
!H
年

露
や
箕
7]1州

三
凹'田老
抑

完
心'0監
脚

空
.(元

]染
'蔓
一

義
ハ'4
0ニ

宅
表
.〇三

八三'買
入

完
.Iさ
叫

宍
八'天
王紬

天
1'空
六

1台
ハ､童
心

是

晶
㈱

輸
入
品

岬

.1
九
.iEI年

.
]宝
'ニ
望
如

1.九
一
五

弄
れ､売
O

一
九
.i
九

10'010.望
〇

一

九

二

〇

天
王'山高
O

.i
九
二
一

義
1.三光

一
九
二
三

八宍
'蓋
エ

ロ
本
輸
出
陶
磁
雑
の
動
向

一
'三
〇
'歪

一拍

1.孟
瓦'里
人

ll.売
三'慧
正

二'望
六'蒜
四

一'宍
三､望
八

二'四〇ニ
'蒜
ニ

責 ヨ 天竺元蒜旦
tyoB

l
九
三
二
年
に
円
本
は
戦

前
の
三
倍
､前
年
よ
-
二
･

七
倍
の
樹
加
聖
不
し
日
本
品
は
馬
凍
人
相
手
で
日
常
使

用
す
る
格
安
の
食
器
瓶
･
コ
-
ヒ
茶
碗
･野
菜
鉢
･土
瓶
･

肉
皿

･
次
皿

･
花
差

･
電
束
用
碍
子
等
で
硬
質
ス
ー
プ

皿
が
最
も
多
-
金
健
の
八
割
に
督
b
t
l
股
に
無
地
背
筋

入
九
吋
の
も
の
を
好
U
'
支
那
晶
は
支
部
人
相
手
と
し

茶
碗
･井
･植
木
鉢
で
多
種
多
様
'
英
闘
晶
は
欧
米
人
向

克
三

七

.)



･J
‥Lt
･

.
I

地

球

.

妨
二
十
四
番

で
花
模
様

ス
ー
プ
皿

･
肉
皿

･
デ
ー
ナ
セ
ッ
ト
'

燭
逸

品
は
白
人
及

1
部
の
土
人
向
で
硬
質
皿

･
ラ

イ

ス

ボ
ー

ル
･
コ
ー
ヒ
ー
花
範
を
供
給
す
｡

十
三
､
満

洲
･支

那

部

(
イ
)浦

洲

闘

貿

易

満
洲
は
人
里

二
千
常
人
で
我
閲
の
二
倍

の
大
き
の
土
地
で
あ
っ
て
､

一
九
三

1
年
浦
洲
闘
狗
立

食
で
は
支
那
の
揚
子
江
地
方
に
次
ぐ
寵
要
夜
市
場
で
あ

っ
た
.
南
溝
洲
が
主
iqt･6る
需
要
地
で
北
満
洲
は
仝
健
の

一
割
に
も
普
ら
老

い
｡
貿
易
状
況
は
左
の
如
-

T九
三
年

.

毒
毛
舛

毒
元
年

一望
7年

T空
三
年

二
二三
'孝

子
綿
雲
)1､至
0千
両
七
四き

l宍
千
綿
究
二
､三
(
千
和
栗
七
'突
寺
繭

南

満

三

港

と

北
満

譜
港

及
朝
鮮

経

由

で

行

は

れ

､

欧

洲
戦
後
(
一
九
二
九
)
に
は
七
億
四
千
五
育
苗
源
鞘
と
を

-
､
戦
前
(
一
九

二
二
)
の
三
倍
三
分
の
激
樹
を
-
L
も

一
九
三

7
年
満
洲
革
憂
北
浦
洲
の
水
審
等
に
よ
か
減
少

し

一
九
三
三
年
に
は
五
億
八
千
七
宵
九
十
六
商
圏
と
老

少
'
貿
易
は
日
本
が
骨
に
第

一
位
で
二
億
二
千
常
両
で
.

約
四
割
を
占
め
支
那
の

1
億
四
千
高
所
で
二
割
四
分
の

第
二
位
.
次

い
で
英

･
米
の
順
位
に
在
る
｡

飾

五

鍵

完

四

七

二

需
給
状
況

滴
洲
は
陶
磁
器
の
良
質
原
革
は
葦

帯
革

あ
れ
ど
工
業
凝
め
て
不
活
瀞
で
番
達
し
夜
か
つ
カ
､
潜

時
各

計
大
小
十

1
の
工
場
が
あ
っ
て
日
用
品
の
陶
磁
器

を
姶
と
し
普
通
煉
克

･
士
管
を
製
造
し
て
ゐ
る
､
就
中

張
氏
が
投
資
せ
し
畢
新
条
業
公
司
は
昭
和
三
年
に
新
設

さ
れ
､
東
北
政
府
の
擁
護
と
紬
枚
改
正
に
ょ
･9
我
閲
の

営
業
者
を
魔
迫
し
わ
が
繍
洲
固
猫
立
と
共
に

1
頓
挫
を

来
せ
･少
｡

現
在
陶
磁
器
工
業
公
司
は
六
ケ
肝
で
飲
食
器
を
主
と

し
て
製
造
し
新
設
公
司
三
ヶ
所
都
合
九
ヶ
所
で
あ
る
｡

満
洲
の
陶
磁
器
の
需
要
は
昭
和
元
年
に
は
首
七
十
三

常
樹
'
同
二
年
に
は
甘
九
十
三
高
価
ー
同
三
年
に
は
二

宮
二
十
高
柳
'
同
四
年
に
は
二
百
二
十
四
常
例
と
老
少

昭
和
五
年
は
財
界
の
不
況
と
陶
ri門
生
塵
能
力
増
加
の
た

め
輸
入
減
少
を
不
し
た
O

国
内
地

産
高

輸
入
高

胎
教
満

干
卸

千
悦

千
脱

昭
利
立
坪

二
六
二

1
㌧
二二
一二

二

五
六

一

同

六
年

一
八
六

三
三
一

五

一
八

同

八
年

二
二
二

二

二
一
七

1
'
四
三
九

最

近
ニ

ケ
年
間

に

於
け

る
溝

洲

問
へ

抽
入

n

れ
ね
陶



日
本
愉
州
別
破
群
の
動
向

克
正

七
三

年四三九一

(年九和昭 年元徳康)
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磁
器
の
各
国
別
抽
入
関
税
統
計
表

(関
東
州
滑
費
を
防
ぐ
)
は
左
の
如
し



地

域

第
二
十
四
番

日
本
品
は
総
輸
入
額
の
六
割
七
分
か
･t占
め
大
連
港
よ

み
そ
の
八
割
を
､
日
本
海
を
経
て
北
朝
鮮
J
皇

口愈
織

道
に
て
進
出
す
る
も
の
八
分
叉
朝
鮮
経
由
で
入
る
も
の

八
分
､
又
市
形
式
に
依
-
朝
鮮
よ
わ
輸
入
ruれ
る
も
の

三
寓
六
千
園
に
上
身
特
に
注
意
さ
れ
て
ゐ
る
｡
日
本
晶

は
未
だ
同
図
人
の
慣
習
を
押
解
し
夜
5,鮎
が
あ
っ
て
相

此
後
発
展
の
飴
地
は
十
分
あ
る
｡
皆
目
抽
入
を

一
手
に

箭
負
し
た
支
那
は
同
園
人
向
の
下
級
の
陶
磁
器
を
輸
入

し
産
額
は
日
本
に
次
ぐ
第
二
位
で
山
海
綱
を
経

て陸
路

進
出
が
五
割
を
占
め
る
､
市
場
は
日
本

･
支
郷

の二
開

け
て
占
有
n
れ
英
･猿
は
競
車
外
で
あ
る
｡

(
a
)
支

郷

貿

易

支
那
は
虞
蒙
九
百
九
十

一
高
七
千
万
粁

人
口
四
億
四
千
常
人
を
有
す
る
農
業
国
で

1九
二
11年

]空

四
年

l空
(
年

7空
0
咋

毒

二
鉾

七
10
富

批

一
'
B
吉
富

非

1
'
蔓

盲
前
非

1
'
0
1青

筋
･=
･

?
.父
百
拡
婚

世
界
貿
易
順
位
は
十
二
位
よ
-
十
三
位
の
間
で
あ
っ

て
'
日
支
貿
易
は

鱒
五
枕

元
六

七

四

1<
1三
年

式
量
年

萎

10
中

毒

三
%

7九
'
]1m
l

霊
0
､%
0
(

rtO
l､
竺
五

]九
六
､
0
苔

封
米

･
対
英
と
典
に
奄
要
在
る
位
置
に
あ
つ
ね
が

一

九
三

一
年
上
海
革
壁
に
対
し
激
烈
在
る
排
日
運
動
あ
･Q

そ
の
結
果
低
下
し
ね
が
戦
前
に
比
べ
て
日
本

へ
の
輸
出

は
四
倍
で
支
那
線
輪
出
の
1
丁
と

い
ふ
此
肉
を
現
象
を

量
L
t
日
本
は
支
那
の
良
き
顧
客
で
あ
る
｡

需
給
状
況

支
那
の
陶
磁
器
工
業
は
未
だ
幼
稚
ほ
て

優
良
品
の
生
産
が
出
来
ず
､
装
飾
品
及
日
用
品
は
他
聞

よ
-
供
給
を
受
け
産
地
は
唐
山

･
博
山

･
磁
牒

･
濃
徳

鎮
等
で

支
那
よ
り
輸
出

一
九
二
五

四
'
〇
五
四
両

一
九
二
六

四
㌧
1
二
大

1
九
二
七

四
､
〇
七
六

外
凶
よ
り
輪
入

三

二

ハ､
六

二

ハ1%
(

S

諾

鳩

)

二
､一
七
九

'六
〇

三

二
､二
ハ
三
二
.
〇
八

常
に
多
額
の
入
超
で
あ
る
｡
地
球
的
閲
係
上
､
天
津
･
上

海

･
香
港
の
三
大
別
に
す
る
rJ
と
が
田
凍
る
｡

天
津
地
方
は
天
津
港
が
第

一
の
輸
入
地
で
約
七
割
を

占
め
'
次
は
青
島
港
で
あ
る
｡
北
支
那
･数
台
庫
倫
･新



幅
省
･甘
粛
省
･青
海
省
方
南
の
鹿
大
在
る
地
区
の
玄
靭

口
で
あ
っ
て

一
九
二
九
年

に
は

日
本
二
九
八
､
九
七
七

両
'
英
問
二
'
三
三
二
両
､
弼
逸
二
'
三
〇
六
両
'
俳
図

七
四
九
両
､
米
図
六
九
三
両
の
割
合
で
日
本
は
約
九
割

を
占
め
て
ゐ
る
.

上
海
地
方
は
上
海
が
第

一
の
輸
入
港
で
揚
子
江
沿
岸

即
ち
支
部
の
中
部
仝
鱒
を
包
括
L
t

一
九
二
八
年
に
日

本
五
〇
八
､
二

七
両
'
英
閲
九

〇
､
〇
二
七
両
'
狗
図

三
八
､四
二
〇
､
白
耳
義
二
九
二
両
､
米
図

1
0
､
八
〇

八
両
で
日
本
は
八
割
を
確
保
し
て
ゐ
る
｡

最
近
支
那
輸
入
陶
磁
器
の
各
閲
読
率
状
況
は

一
九
三
三
咋

一
九
三
二
年

日

本

三
五
朋
､九
九
九
関
金

四
二
九
'六
〇
五
関
金

令 :St-猶 英

計 他 逸 図

五
〇一 四八
三 八 〇九ヽヽ ヽヽ
九三 七九
九 六一一
四 七一一

槻
金

五
七 二二九
九 七三八ヽ ヽヽヽ
五 三 九六
六 五 ･七三
九^ -五

胡
金

日
本
品
は
七
割
以
上
で
断
然
優
勢
を
地
位
に
あ
わ
共

闘
は

一
割

一
分
で
第
二
位
､
次
が
狗
逸
の
順
位
で
あ
る

支
部
は
近
時
文
化
敬
蓮
に
伸
び
衛
生
皿
想
向
上
し
益

々
陶
磁
器
の
需
要
を
増
加
す
る
趨
勢
は
あ
わ
､
欧
洲
大

戦
の
た
め
賂

･
狗
品
が
輸
入
杜
絶
の
た
め
､
日
本
品
が

猛
烈
夜
進
出
を
な
し
､
戦
前
は
支
那
紙
輸
入
の
二
割
八

分
で
あ
っ
た
が
'
戦
後
(
一
九
二
九
)
に
は
七
割
二
分
ま

で
躍
進
し
其
後
骨
に
七
割
以
上
を
維
持
し
て
ゐ
る
｡

帯
引
状
況

天
津
地
方
の
吸
引
左
周
の
如
し

峨山国北緯難-↓誓認諾｣

1輪入組愉人細川般劉↓

日
本
輪
川
陶
磁
非

の
湖
向



鰐

二
十
四
魯

上
海
地
方
は

外
観
生
産
栄

職
川
向
1

輸
入
商
↓

支
那
商
1

地
方
小
旗
拘
↓

附
封
肴

十
四
､

近

東

瑛

及

部

壊

及

攻
及
は
中
産
階
級
少
-
大
地
主
及
零
細
の
夢
働
者
多

数
で
約
八
割
を
占
め
.
日
本
と
の
貿
易
は
i;
-
か
ら
行

は
れ
､
口
本
陶
磁
器
輸
入
は
大
戦
中
驚
異
的
進
出
を
な

し
､

嘩
及
扮

一
九
二
〇
年

九
九
､五
五

四

(余
牌
の
二
三
'七
%
)

t
九
二
二

二
四
､
二
九
九

(

〃

t
三
､
1
%
)

一
九
二
四

一
二
'五
二

(

〃

六
､三
%
)

一
九
二
六

七
'四
〇
<

(
〃

五
'〇
%
)

.I
九
二
七

1
ニ
p九
九
1

(

〝

〓

'
〇%
)

磁
器
食
器
範
は
昔
は
猫
逸
品
が
第

一
で
敦
賀

･
白
耳

義
品
は
之
に
次
ぎ
日
本
と
の
競
牢
固
は
猫
逸

･
致
窮
で

節
五
腰

元

八

七
六

あ
っ
て
陶
器
及
衛
生
陶
器
は
英
･白
｡猫
の
順
位
で
日
本

は
問
題
で
無

い
.

取
引
が
宮
森

ユ
ダ
ヤ
人
の
鶴
舞
轟
で
商
品
も
常
に
掬

逸
品
を
以
て
充
満
し
て
ゐ
ね
が
大
戦
後
地
盤
を
失
以
'

日
本
品
が
特
に
進
出
し
､
肉
皿

･
ス
ー
プ
皿

･
.デ
ー
ナ

セ
ッ
ト
等
安
値
を
も
の
が
輸
入
さ
れ

近
時
日
本
品
寓
龍

の
有
様
で
あ
る
｡
各
問
別
の
競
争
状
態
は

合 露 弼致 英 El

計 池 親 閲本

一
九
三
三
年

三
〇
二

八
九
扮

二
'〇
七
九

1
二
､四
五
六

1
六
'八
四
九

二
九
一
八

七
飼
'九
二
八

一
九
三
三
年
に
は
日
本
は
四
割
､

1
九
三
二
咋

lニ
凹
'〇
〇
四
砕

･

二
｣
ニ
八
〇

八
､七
一
四

一
五
､六
<
尤

九
tO
的
五

八
〇
'八
三
五

狗
逸
は
二
､
二
割
'

敦
は

二

七
割
の
順
位
で
あ
る
｡

(
未
完
)


